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双葉町の復興のゴールは、「ふるさとへの帰還を果たし、魅⼒ある町の再興」を
果たすことです。 

本章では、町の再興を実現するための取組について、前章で整理した町内復興拠
点の整備等に関する取組を中⼼に取りまとめました。 

Ⅳ章 町の再興 



 

 

Ⅳ章 
 
1. 双葉町

（１）双

○町の

や「

○また

きる

る「

○具体

備を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住む 

働く 

発信 

 インフラ

 拡張 

町の再

町内復興拠

双葉町内復

の復興を実現

「新たな生活

た、双葉町の

る大切な場所

「双葉町内復

体的には、双

を始めます

ＪＲ双葉

「住む拠

中野・両

「働く拠

浜野地区

「発信拠

関連イラ 

町内復興

段階的な

再興 

拠点の整備

復興拠点の

現するため

活の場」を

の既成市街

所です。上

復興拠点」

双葉町内復

。 

葉駅周辺に

拠点」の整

両竹地区に

拠点」の整

区における

拠点」の整

インフラの整

興拠点の広が

な整備 

備 

の６つのゾ

め、町内の線

を創出します

街地は、古く

上記の取組と

として整備

復興拠点に、

おける 

備 

における 

整備 

る 

整備 

整備 

がりとして
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ゾーンと関

線量が低い

す。 

くから町の

と「既成市

備を進めま

、まずは６

 

 

 

 

 

ての

関連イン

い一定の地

の中心であ

市街地の再生

ます。 

つのゾーン

ＪＲ
新

ま
ＪＲ双葉駅東

新
中野

再
農業

再⽣可能エ

被災
アーカイ

復興シンボ

耕

良好な

そ

拠点整備

フラの整

地域に「新た

り、ふるさ

生」を併せ

ンと復興シ

新市街地
Ｒ双葉駅⻄側
新たな住宅団

まちなか再
東側地区にお

新産業創出
野地区復興産

生可能エ
業再生モデ

エネルギー活⽤

伝承・復興
イブ拠点施設、

復興祈念公

関連イン

ボル軸、海岸堤
上・下⽔道

作再開モ

な営農環境の

その他の拡

備の進捗に応

 

整備 

たな産業・

さとを感じ

せ、町の復興

シンボル軸を

地ゾーン 
側地区におけ

団地等の整備 

再生ゾーン 
おける既成市街

出ゾーン 
産業拠点の整備

エネルギー・
デルゾーン
⽤・農業再⽣

興祈念ゾー
、産業交流セ

公園の整備 

ンフラ 

堤防・防災林
道の整備等 

デルゾーン

のもと耕作を再

拡張エリア

応じて段階的に

雇用の場」

ることがで

興を牽引す

を中心に整

る 

街地の再⽣

備 

・ 
ン 
への取組 

ーン 
センター 

林、町道、 

ン 

再開 

ア 

に拡張 

」

で

す

整



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

双葉町

【住環境整
〇帰還す

（集合・

〇就業者

〇生活関

新市街
ＪＲ双葉
新たな住

耕作

ゾー
良好
耕作

町内復興拠

双葉町内復興

整備】 
する町民用住宅

戸建て） 

者用住宅（集合

関連施設 

街地ゾーン 
葉駅⻄側地区

宅団地等の整

作再開モデ

ーン 
好な営農環境
作を再開 

 

拠点の６

【拡張

興拠点

共同墓地

宅 

合） 

区における 
整備 

デル

境のもと

６つのゾー

張区域】 

地 

住む

【３つのまち
〇駅前交流

〇歴史・文

〇沿道交流

【３つの取組
〇まちなか

〇既存ス

推進 

〇幹線道路

まちなか
ＪＲ双葉駅
既成市街地
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ーンの位

再生
農業

新

（中

産

ちなか交流拠点
流拠点  

文化交流拠点

流拠点 

組】 
かの景観保全

トック・空閑

路沿いの用地

か再生ゾー
駅東側地区に
地の再⽣ 

位置と主な

生可能
業再生

新産業創出
ゾーン 

中野地区復興

産業拠点） 

働

 

 
 
○再エネ発

○次世代園

○水田再生

再
農

再⽣可能

点】 

点 

全と賑わい再

地の有効活用

地の有効活用

ーン 
における 

な取組 

被災伝承
復興祈念
ゾーン 

働く

発信 

発電拠点 

園芸チャレン

生活用拠点等

再生可能エ
農業再生モ

エネルギー活

被

復

○産

○共

○産

新
中野
整備

生 

用の

 

Ⅳ章 

・
念

ンジ拠点 

等 

エネルギー
モデルゾー
活⽤・農業再⽣

○アーカイブ

○産業交流セ

○復興祈念公

被災伝承

復興祈念

産業・研究・

共同事業所 

産学連携施設

新産業創出
野地区復興産
備 

町の再興

ー・ 
ーン 
⽣への取組

ブ拠点施設

センター 

公園 

・ 

ゾーン 

・業務施設 

設 

出ゾーン 
産業拠点の



 

 

（２）双

①双葉町

   大き

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

②復興着

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新産業：新産
新市街地:新市

避難指示
両竹・浜
業・雇用
を創出し
出します

復興着

双葉町内

復
着⼿

双葉町内

双葉町内復

町内復興拠点

く次の３期

着⼿期、本格

産業創出ゾーン／
市街地ゾーン／

示解除準備区
浜野地区に、「
用の場」と「発
し、町への人の
す。 

着手期

アーカ

新

内復興拠点 

〜平
復興 
⼿期 

内復興拠点 

復興拠点に

点における

期に区分し

格復興期、

 

／再エネ：再生
／まちなか:まちな

区域である
「新たな産
発信の場」

の流れを創

 

再エネ

カイブ

新産業  

平成 30 年度

再エネ

アーカイブ 

新産業 

における段

る段階的な整

して、段階的

町再興期

生可能エネルギー
なか再生ゾーン／

「新たな
携した「
保と、「
取り組み

本格復

度頃 
避
た
を

ネ 
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段階的な整

整備の推進

的に整備を

における取

ー・農業再生モデ
／耕作再開:耕作

な産業・雇用
「新たな生活
「既成市街地の
みます。 

復興期

アー

●町⺠の
・共同

●ふるさ
・アー

●新たに
・復興

・復興

●新たな
・新産

●災害を
・海岸

・町内

避難指⽰解除
たな産業・雇
を創出します

整備の推進

進 
を進めます。

取組の例 

デルゾーン／伝
作再開モデルゾー

の場」と連
の場」の確
の再生」に

再エネ

ーカイブ

新産業

のきずなをつな
同墓地の整備

と双葉町の記
ーカイブ拠点

にみんなでつくり
興インターチ

興シンボル軸

な産業を創出
産業創出ゾー

を克服し安全
岸堤防、海岸

内における防

除準備区域で
雇⽤の場」等
す。

進 

。 

承・祈念：被災
ーン／アーカイ

双葉町で
を送れる
的に拡張
興に向

町

なげるまち 

記憶を次世代
施設、復興祈

りあげる魅⼒
ェンジの設置

となる基幹道

し継続的な雇
ンの整備 

・安⼼に暮らせ
防災林の整備

犯・防災対策

である両⽵・
等を創出し、

災伝承・復興祈念
ブ：アーカイブ

で安心して快
るよう、整備
張しながら、
けて取り組み

町再興期（～

 
  

ア

代に引き継ぐま
祈念公園の整

的なまち 
置 

道路の整備 

雇⽤を⽣み出

せるまち 
備（県） 

策 

浜野地区に
、町への⼈の

念ゾーン 
ブ拠点施設 

快適な生活
備区域を段階

町全域の復
みます。 

～将来）

再エネ

ーカイブ

新産業

まち 
整備（県）

すまち 

に、「新
の流れ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
復興

双葉町内

町再

双葉

〜
本格 
興期 

 

内復興拠点 

〜興期 

  

葉町内復興拠点 

 

 

再エネ

アーカイブ

新産業 

〜将来 

 

再エネ

アーカイブ

新産業

〜 「
の

ネ 

ブ 

双
を
組

ネ 

ブ 
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●新たにみ
・公営住

・分譲宅

・公共

・商業施

・生活道

・上下水

・ＪＲ双

・空き地

●災害を克
・除染の

・所有者

「新たな産業
の確保と「既

●町⺠のき
・町内に

・シンボ

●新たにみ
・町民交

設等の

・国道６

幹線交

・路線バ

公共交

・外国人

●新たな産
・本格的

●災害を克
・除染の

・所有者

双葉町で安⼼
を段階的に拡
組みます。

みんなでつくりあ
住宅の整備等

宅地の整備等

・公益施設の

施設等の再整

道路、電気・

水道の再整備

双葉駅前広場

地・空き家等

克服し安全・安
の実施 

者の同意を前

業・雇⽤の場」
既成市街地の

きずなをつなげ
における町民

ボルマーク・

みんなでつくりあ
交流施設、健

の検討 

６号の４車線

交通網充実に

バス・コミュ

交通網の充実

人研究者に配

産業を創出し
的な農業再開

克服し安全・安
の実施（復興

者の同意を前

⼼して快適な
拡張しながら

あげる魅⼒的
等 

等 

の再整備 

整備 

通信の復旧 

備 

場の整備 

等の活用 

安⼼に暮らせ

前提とした荒廃

」と連携した
再⽣」に取

げるまち 
民用宿泊施設の

モニュメン

あげる魅⼒的
健康増進施設、

線化、JR 常磐

に向けた取組 

ュニティバスの

実に向けた取組

配慮した生活環

継続的な雇⽤
開に向けた取組

安⼼に暮らせ
興拠点外） 

前提とした荒廃

な⽣活を送れ
ら、町全域の

Ⅳ章 

的なまち 

せるまち 

廃家屋等の解

た「新たな⽣活
り組みます。

の検討 

トの検討 

的なまち 
、新たな娯楽

磐線の高速化

の整備その他

組 

環境整備の検

⽤を⽣み出す
組 

せるまち 

廃家屋等の解

れるよう、整
の復興に向け

町の再興

解体・撤去

等

活の場」
。

楽・観光施

化その他の

他の地域 

検討 

すまち 

解体・撤去

等

備区域
て取り



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

双葉町

●魅力

実現

地区

の人

●そし

の確

町の

双葉町

新市街
・住環

町主

にお

・住宅

「帰

と「

まちなか
・３つ

市街

拠点

道交

・３つ

「景

スト

「幹

用」

耕作再
・良好な

を再開

町内復興拠

力ある住環境と

現を目指し、ま

区に、「新たな

人の流れを創出

して、「新たな

確保と「既成市

の再興を図りま

町内復興拠

街地ゾーン 
環境整備 
主導による復興

おける集中的な

宅団地 
帰還する町民用

「就業用住宅（

か再⽣ゾーン 
のまちなか交

街地再生に合わ

点」、「歴史・文化

交流拠点」を整

の取組 
景観保全と賑わ

トック・空閑地

幹線道路沿いの

を推進 

再開モデルゾ
な営農環境のも

開 

 

点の６つの

と確固たる産

まずは、避難

な産業・雇用の

出します。 

な産業・雇用

市街地の再生

ます。 

拠点のまちづ

興・創生期間（～

な宅地造成とイ

用住宅（集合・戸

（集合）エリア

交流拠点 
わせ、「駅前交

化交流拠点」、「

整備 

わい再生」、「既

地の有効活用

の用地の有効

ゾーン 
もと耕作

のゾーンと

産業基盤を兼

難指示解除準

の場」と「発

の場」と連携

生」を推進す

づくりの基

～平成 32 年度

インフラ復旧

戸建て）エリア

ア」に区分 

交流

「沿

既存

」、

効活
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復興シンボ

兼ね備えた「復

準備区域である

発信の場」を創

携した「新た

することにより

基本的な考

度）

ア」

ボル軸の整

復興拠点」の

る両竹・浜野

創出し、町へ

たな生活の場」

り、魅力ある

え方

備イメージ

の

野

へ

」

る

ジ 

・共同墓地 
平成 29 年度開設予定定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

新産業創出
（中野地区
・インフラ整

平成 30 年

・産業・研究
平成 30 年

出ゾーン 
区復興産業拠
整備（道路、下

年頃完成予定 

究・業務施設、
年頃一部供用開

拠点） 
下水道等） 

、産学連携施設
開始予定 

設 
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被災伝
・アー

平成

・復興

・平

が

・具

・海岸

平成

・海岸

平成

伝承・復興祈
ーカイブ拠点施
成 32 年頃完成

興祈念公園 
平成 27 年 4

が予定地に決定

具体的な計画区

岸堤防 
成 30 年頃完成

岸防災林 
成 32 年頃完成

再⽣可
農業再
・再エ

効率

再生

（太

・水田

農地

（燃

・次世

新し

（施

祈念ゾーン
施設、産業交流
成目標 

月に、双葉・浪

定 

区域は、現在、

成予定 

成予定 

可能エネルギー
再⽣モデルゾー
ネ発電拠点 

率的な営農が将

生可能エネルギ

太陽光発電等）

再生活用拠点

地を活かした農

燃料作物や飼料

世代園芸チャレ

しい農業・新た

施設園芸、営農

Ⅳ章 

流センター 

浪江両町にま

、県を中心に

ー・ 
ーン 

将来にわたって

ギーによる拠

 
点 
農業再生と原風

料用米の作付等

レンジ拠点 
たな産業創出 

農型太陽光発電

町の再興

たがるエリア

検討 

て困難な農地を

拠点として活用

風景の回復 

等） 

電等） 

を

用



 

 

（３）ま
整備

○双葉

に復

る中

○しか

民間

づく

○この

ちづ

よる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜活

 

イベ

空き
 

 
公的

○ソ

○ハ

復興

体によ

とって

を開始

プラス

復興

こと、

 

●

 

新

まちづく
備・活性化
葉町をはじめ

復興に向けた

中、民間の担

かしながら、

間の担い手に

りを進めて

のため、町と

づくり会社等

復興まちづ

動の例＞ 

ベント開催、防

き地・空き家情

的事業の実施

ソフト事業 

ハード事業 

興まちづく

よる、地域密

てはおりませ

始しており、

ス」（仮称）

興まちづく

、生きがい

（事例）⼀
「一般社

的で設立さ

活力」を取

づくりを主
 

●事業のイメ

コラム 

き ず
新たなきずなを育

るまちづくり
・新たな街並

る事業 
・空き家・空

事業 等 

り会社等
化等 
め、今般の

た取組が段

担い手によ

、町の復興

による復興

ていくこと

としても、

等）の組成

づくりの推

防災・防犯活

情報の集約・

施、店舗の修補

り会社は、

密着型の公

せんが、楢

、また、全

を平成 29

り会社では

づくり等、

⼀般社団法⼈
社団法人なら

された組織で

取り戻し、誇

主導する役割

メージ例 

ず な 
育み、にぎわいの
に向けた取組 

並みの形成に関

空き地バンク運

等を活⽤

の事故に伴

段階的に進ん

よる取組が進

興を真に果た

興の動きを加

とが不可欠で

復興拠点の

成を促すとと

推進を図りま

動、景観維持

・発信、コミ

補、農地保全

復興
復興、地域

共性の高い

葉町の一般

町避難中の

9 年１月の設

、一般に、

地域のニー

⼈ならはみらい
らはみらい」

です。この「

誇りの持てる

割を果たして

のあ

関す

運営

不安

・放
相

・生
等
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した、⺠

う避難指示

んでいる一

進みにくい

たしていく

加速させる

です。 

の整備・活

ともに、各

ます。  

持活動（除草・

ミュニティ維持

全 等 

興まちづく
域振興、地域

い会社です。

般社団法人な

の富岡町でも

設立に向けて

復興まちづ

ーズに応じ、

いの取組 

は、楢葉町

「ならはみら

る魅力あるま

ています。

安 ⼼
安を払しょくし、安

づくりに向け
放射線不安払
相談受付事業
生活再建支援
等 

⺠間・⾏政

示区域内では

一方、生活や

い状況になっ

ためには、

ることによ

活性化等を推

各種の団体と

・ごみ拾い等

持活動 等

くり会社とは
域活性化等を

相双地域で

ならはみらい

も民間主体の

て準備を進め

づくりに関す

様々な事業

町民が主体と

い」は、理念

まちづくりを

⼼ 
安⼼のあるまち

けた取組 
拭・生活再建

サービス事業

政協働に

は、行政主

や事業活動

っています

、公共事業

り、民間と

推進する民

と積極的に

）、

は 
を目的として

では、必ずし

いが平成 26

の復興まちづ

めています。

すること、暮

業を展開して

なったまちづ

念の基礎にあ

を目指して“新

建

業

活⼒を
ま

・生き
・生活

による復興

主導の公共事

動に大きな制

す。 

業に加え、町

と行政が協働

民間の担い手

に連携し、町

て設立される

しも「会社」

6 年 6 月か

づくり組織

。 

暮らしの安心

ています。 

づくりを主導

ある「きずな

新生ならは”

活 ⼒ 
を取り戻し、⽣きが
まちづくりに向けた

きがいづくり事
活連絡相談員事

興拠点の

事業を中心

制限がかか

町民主体の

働してまち

手組織（ま

町民主体に

る、住民主

」の形態を

ら事業活動

「とみおか

心に関わる

導する目

な・安心・

”のまち

がいのもてる
た取組 

事業 
事業 等 

の    

心

か

の

ち

ま

に



 

 

（４）町
○双葉

て、

支所

図り

○今後

本町

ける

場機

しま

 

 

 

○具体

町民

○その

の整

目指

○そし

支え

○また

地に

り方

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

双葉町

復興

町内におけ
葉町の役場機

平成 25 年

所）と３つの

りながら業務

後は、町内復

町に先立っ

る取組を参考

機能の回復

ます。 

体的には、ま

民の支援や

の上で、中野

整備や同拠

指します。 

して、生活拠

える上で必

た、上記の

に隣接する

方について

内における⾏

興着手期

コ

ける役場機
機能につい

年６月に福

の連絡所

務を行って

復興拠点の

て帰還が進

考にしなが

復に向けて段

まずは、コ

町内の防災

野地区復興

拠点における

拠点となる

要な機能の

ような段階

現在の役場

検討を進め

 

⾏政機能の確

 

コミュニティセ

機能の回復
いては、今般

福島県いわき

（いわき南台

ています。

整備の進捗

進む周辺の

がら、町内に

段階的に取

コミュニティ

災・防犯の

興産業拠点に

る企業活動

るＪＲ双葉駅

の町内にお

階的な役場機

場庁舎の移

めていきま

確保 

中野地
産業

本格復

センター 
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復 
般の事故に

き市へ移転

台連絡所、

捗に合わせ

の町村にお

における役

取組を推進

ィセンター

拠点機能の

における企

動等を支え

駅周辺地区

ける回復を

機能回復に

移転も含め、

す。 

地区復興
業拠点

ＪＲ双葉駅
周辺

復興期
（～平

平 成

に伴う避難指

転し、現在、

つくば連絡

せ、

お

役

進

ー等の既存施

の回復を図

企業活動の

る上で必要

区の避難指示

を目指して

に向けた取組

双葉町内に

駅

駅東

駅⻄

以下のい

平成 34 年・
成 35 年 度 頃 ～ ）

指示を受け

、２つの支

絡所、南相

施設を活用

ります。 

開始を目安

要な機能の

示解除を目

取組を進め

組と並行し

における役

町再

（まちなか再

元の役場

⻄（新市街地

いずれかに機

双葉町

Ⅳ章 

け、埼玉県加

支所（郡山支

相馬連絡所）

用し、一時帰

安とし、町内

の町内におけ

目安とし、住

めます。 

し、中間貯蔵

役場機能の最

再興期（～将

再⽣ゾーン）

場へ集約 

地ゾーン）へ

機能集約を検討

町本庁舎 外観

町の再興

加須市を経

支所、埼玉

）と連携を

帰宅をする

内復興拠点

ける回復を

住民生活を

蔵施設予定

最終的な在

将来）

へ集約

集約

討

観 

経

玉

を

る

点

を

を

定

在



 

 

2. 双葉町
双葉町内

確固たる産

 

（１）Ｊ

○平

中

を

〇特

の

〇中

環

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス

コ

そ

町内復興拠
内復興拠点

産業基盤を

Ｒ双葉駅

平成 31 年

中心とした、

を進めます。

特に「新市街

の整備と生活

中野地区復興

環境と確固た

主なご意

ステーション

コミュニティ

そのまま活用

自由通路自

ールにした

を作って賑

買い物でき

拠点の各
の各ゾーン

兼ね備えた

駅周辺にお

（2019 年）

「新市街地

 

街地ゾーン

活関連サー

興産業拠点

たる産業基

 

意⾒

 

ンプラザは、

ィの場所とし

用してほしい

 

自体をショ

たり、近くに

賑わいのあ

きるとよい。

 

国道６号沿

ービス施設

となる道の

施設がある

ゾーンの
ンの特性に

た双葉町内

おける「住

度末までの

地ゾーン」

ン」について

ービスの提供

点をはじめと

基盤を備えた

交流、

して 

い。 

ッピングモ

に小さな横丁

るところで

 

沿いには、サ

設やシンボル

の駅のような

るとよい。 
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の整備の⽅
に応じた復興

内復興拠点の

住む拠点」

の運転再開

と「まちな

ては、早期

供に向けた

とする「新

た、双葉町

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モ

丁

で

駅

時

公共施

近くにつ

駅の西側と

必須。高齢者

うにしてほ

駅

時

せ

サ

ル

な

⽅向性 
興まちづく

の整備を目

」の整備

開が計画され

なか再生ゾー

期帰還を目指

た環境整備を

新産業創出ゾ

町の復興の核

駅の東側は

時間をかけて

設をまとめ

つくると便利

 

と東側を結び

者が安全に行

ほしい。 

 

駅のからくり

時計は復活さ

せたい。 

りを推進し

指し、取り

れているＪ

ーン」にお

指し、町主

を先行的に

ゾーン」と

核の形成を

 
「古き良き街

て整備しても

 
めて駅の

利。 

びつける道路

行き来できる

り

さ

若

は

あ

よ

し、魅力ある

り組みます

ＪＲ常磐線

おける生活拠

主導により、

に推進します

と連携し、魅

を目指します

街並」。

もよい。 

路は

るよ

 

若者が住む

は娯楽施設が

あったほうが

よい。 

る住環境と

す。 

・双葉駅を

拠点の整備

、住宅団地

す。 

魅力ある住

す。 

に

が

が

と

を

備

地

住



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅西は、双葉

の双葉町を

（交流施設

一時帰宅で

れる場所や

所がほしい

-1住む 

小売

災害

 

主なご意⾒

葉町民のため

を作りたい 

設など）。 

病院

警察

アが

で泊ま

や集う

い。 
津

の

て利

ＪＲ
新市1 

売施設イメージ

害公営住宅（戸

 

⾒ 

・消防署。

・商業エリ

ほしい。 

波 被 災 地 区

代 替 地 と し

利用したい。 

双葉駅⻄側
市街地ゾ

ジ（広野町：ひ

戸建）イメー

○早期

宅

○また

還を

○既存

を整

○公共

生活

（例

施設

○駅の

も連

指し

側地区におけ
ゾーン 

ひろのテラス）

ジ（南相馬市）
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期帰還を希

（集合・戸

た、自宅を

を希望する

存施設の活

整備します

共公益・商

活関連サー

：医療施設

設、宿泊施

の東西の歩

連携しなが

して取り組

ける新たな住

）

）

希望する町民

戸建て）を整

を失った等の

る町民を対

活用も視野に

す。 

商業機能を備

ービスを先行

設、福祉施設

施設 等）。

歩行者動線を

がら、「駅前

組みます。

住宅団地等の

交流・福祉施

災害公

（い

民の受け皿

整備します

の理由によ

象に、分譲

に入れ、就

備えた官民

行的に提供

設、小売施

 

を確保し、

前交流拠点

の整備 

施設イメージ（

「ふくしま復

公営住宅（集合

いわき市：下神

Ⅳ章 

皿として、災

す。 

より、復興拠

譲宅地を整

就業者用住宅

民複合施設を

供します。 

施設、交流施

駅東側の駅

点」としての

（楢葉町：こど

復興ステーショ

合）イメージ 

神白団地） 

町の再興

災害公営住

拠点への帰

整備します。

宅（集合）

を整備し、

施設、行政

駅前広場と

の発展を目

ども園）

ョン」より

住

帰

。 

政

と

目



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き地・空

ェアハウス

帰還時に活

はどうか。

帰還した

い出の神

ていてほし

古き

ほし

メー

-2住む 

主なご意⾒

 

空き家はシ

スにして

活用して

 

町 民 グ

で 体 育

ントを

ときに思

社は残っ

しい。 

時間を

備して

き良きまちなみ

しい。川越みたい

ジがよい。 

Ｊ
ま2 

前田川の桜並

⾒ 

グ ラ ウ ン ド

育 祭 や イ ベ

をしたい。 

をかけて再整

てほしい。 

みを残して

いな町のイ

Ｒ双葉駅東
まちなか再

並木（双葉町）

○古

○具体

つの

を取

 

 

【駅

○

し

・

・

・

・

【歴

○一

の

・

・

・

【沿

○一

置

・

東側地区にお
再⽣ゾー

） 
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き良き双葉

体的には、

の取組」の

取り戻し、

駅前交流拠

「双葉町の新

します 

道路を含め

町の賑わい

コミュニテ

ＪＲ双葉駅

歴史・文化

一団の公共・

の歴史や文化

公共・公益

新たなニー

旧道からの

の歴史・文

沿道交流拠

一団の町有地

置し、町に必

新たなニー

討 

おける既成市
ーン

葉町の街並

「３つのま

の推進によ

双葉町の

拠点】 

新たな顔」の

めた駅前空間

い創出に貢献

ティセンター

駅東西の自由

化交流拠点】

・公益施設を

化に触れられ

益施設の調査

ーズに応じた

のアクセスを

文化を感じら

拠点】 

地等を活用し

必要な機能の

ーズに応じた

 
市街地の再⽣

駅

沿

３つのまち

みの再生を

まちなか交流

り、双葉の

再興を目指

の創出を目指

の再整備 

献する施設の

を活用した

通行の確保 

 

を活用しなが

れる空間を形

査・補修 

た、既存施設

を改善し、旧

れる町民の憩

して、公共

の回復を図り

た、公共公益

⽣ 

駅前交流拠点

沿道交流拠点

ちなか交流拠

を目指しま

流拠点」の

の既成市街地

指します。

指し、以下の

立地推進 

交流機能の確

 

がら、人々が

形成します。

の有効活用 

道と一体とな

憩い空間の形

・公益機能を

ります。 

益施設の集積

（双葉町） 

（双葉町） 

流拠点 

す。 

整備と「３

地に賑わい

の取組を推進

確保 

が集い、双葉

。 

なった、双葉

形成 

を集積・再配

・再配置の検

３

い

進

葉

葉

配

検



 

 

【住

【３つのま

【３

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【

項 ⽬ 

住環境整備】

まちなか交流

３つの取組】

 

就業者用
（集合）エ

帰還する
住宅（集
建て）エ

【住環境

ＪＲ双葉駅

】 

○

○

○

流拠点】 

○

○

○
や

 

○
 

○
 

○
 

 【ＪＲ双葉

用住宅
エリア

る町民用
集合・戸
エリア 

新市街地 
ゾーン 

駅前
双

境整備】 

駅周辺におけ

○駅⻄・新市
宅地造成と

○災害公営住
よる「就業

○「帰還する

○住宅整備に
交流拠点」

○「駅前交流
への⽣活関

○３つの交流
や双葉町周辺

○まちなかの
 旧道や前
葉を感じる

○既存ストッ
 空き地・
向けた検討

○幹線道路沿
 広域的な
周辺の施設

葉駅周辺のま

前交流拠点
双葉駅 

【3 つ

41 

ける「住む

市街地ゾーン
とインフラ復

住宅等による
業者⽤住宅エ

る町⺠⽤住宅

に合わせ、「駅
の３つの交

流拠点」の駅
関連サービス

流拠点を繋ぐ
辺の拠点を結

の景観保全と
前⽥川沿いを
る景観の保全

ック・空閑地
空き家情報

討。 

沿いの⽤地の
な交通ネット
設環境を踏ま

まちづくり

 

まち

歴史

つのまちなか交

む拠点」整備

整備⽅針や

は、町主導で
復旧を進め、住

「帰還する町
エリア」に区分

宅エリア」は

駅前交流拠点
交流拠点を整備

⻄側について
ス提供の拠点

ぐ動線として
結ぶ道路環境

と賑わい再⽣
中⼼に、住⺠

全や賑わい再⽣

地の有効活⽤
の整理・発信

の有効活⽤
トワークを形成

えた施設の⽴

りの考え⽅

ちなか再生
ゾーン 

沿道交流拠

史・⽂化交流拠

交流拠点】

備の考え⽅

や機能等

で復興・創⽣
住環境を先⾏

町⺠⽤住宅エ
分した住宅団

、地区内外の

点」、「歴史・
備。 

ては、駅⻄
として先⾏整

、JR 双葉駅
境を再整備。

⽣
⺠・事業者
⽣を推進。 

⽤の推進 
信や、空き地

成する幹線道
⽴地を推進。

（模式図）】

拠点

拠点

まちな

既存

幹線道

Ⅳ章 

 

 

 

⽅】 

⽣期間におけ
⾏整備。 

エリア」と、
団地を整備。

の町⺠を対象

・⽂化交流拠

・新市街地ゾ
整備。 

駅の東⻄を結
 

・⾏政の協働

地・空き家の

道路沿いに、
。 

】 

なかの景観保全と

存ストック・空閑
活⽤の推進

道路沿いの⽤地

【3 つの取組

町の再興

ける集中的な

社員寮等に
。 

象に整備。

拠点」、「沿道

ゾーンの住⺠

結ぶ⾃由通路

働により、双

の有効活⽤に

、⼈の往来と

と賑わい再⽣

閑地の有効 
進 

地の有効活⽤

組】

な

に

道

⺠

路

双

に

と



 

 

「

●平成 31

いるＪＲ

めます。

●特に「Ｊ

帰還を目

サービス

●中野地区

と連携し

葉町の復

ＪＲ双

歴

【住環境
○駅西・

期間（
ラ復旧

○住宅団
民用住
ア」に

○「帰還
してい
ない町

 
 
 
 
 
 
【３つの
○住宅

拠点
組みま

○特に「
地ゾー
て、先

○また、
西を結
結ぶ道

  
 
 
 
 

【３つの

 ○まち
  住民

中心
わい

 ○既存
  空き

効活
 ○幹線
  広域

人の
指し

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「住む拠点」

1 年（2019

Ｒ常磐線・双

 

ＪＲ双葉駅西

目指し、町主

スの提供に向

区復興産業拠

し、魅力ある

復興の核の形

双葉駅周辺

帰還する町
住宅（集合

て）エリ

歴史・⽂化交

境整備】 
・新市街地ゾー
（～平成 32 年
旧を進め、住環
団地は、大き
住宅エリア」と

に区分し、整備
還する町民用住
いた町民だけ
町民の受け皿

まちなか交流
整備に合わせ
」、「沿道交流
ます。 
「駅前交流拠
ーンの住民へ

先行的に整備
、３つの交流拠
結ぶ自由通路
道路環境を再

取組】 

ちなかの景観保
民・事業者・行
心に、まちなか
いの再生を目指
存ストック・空閑

き地・空き家情
活用に向けた検
線道路沿いの
域的な交通ネッ
の往来と周辺の
して取り組みま

」のまちづ

9 年）度末ま

葉駅を中心と

西側・新市街地

主導により、

向けた環境整備

拠点をはじめと

住環境と確固

形成を目指しま

のまちづく

町民用
・戸建
ア 

駅前交流拠

交流拠点 

ーンにおいて
年度）における
環境の整備を先

きく、災害公営
と、社員寮等

備を進めます。
住宅エリア」は
ではなく、様々

皿となるよう、整

流拠点】 
せ、「駅前交流

流拠点」の３つ

点」の駅西側
への生活関連
を進めます。
拠点を繋ぐ動
路をはじめとし
再整備します。

保全と賑わい
行政の協働によ
かにおける双葉
指して取り組み
閑地の有効活

情報の整理・発
検討に取り組

の用地の有効活
ットワークを形
の施設環境を

ます。 

 

づくりイメー

までの運転再

とした、生活

地ゾーン」に

住宅団地の整

備を先行的に

とする「新産

固たる産業基

ます。 

くりの基本

就業者用
（集合）

拠点 

沿道交流拠

、町主導によ
る集中的な宅地
先行的に推進
住宅等による
による「就業者
 

は、もともとこの
々な理由によ
整備を進めま

流拠点」、「歴
つの交流拠点

側については、
連サービス提

動線として、JR
して、双葉町周
 

い再生 
より、旧道や前
葉を感じる景観
みます。 

活用の推進 
発信や、空き地
組みます。 

活用 
形成する幹線
を踏まえた施設
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ージ 

再開が計画され

活拠点の整備を

については、早

整備と生活関

に推進します

産業創出ゾー

基盤を備えた、

的な考え方

用住宅
エリア

拠点

り、復興・創生
地造成とインフ

進します。 
る「帰還する町
者用住宅エリ

の地区に居住
り自宅に戻れ

ます。 

歴史・文化交流
の整備に取り

駅西・新市街
供の拠点とし

R 双葉駅の東
周辺の拠点を

前田川沿いを
観の保全と賑

地・空き家の有

線道路沿いに、
設の立地を目

れて

を進

早期

関連

。 

ン」

、双

方

帰還
・早期

う
戸

・自宅
の

就業者
・就業

を活

ＪＲ

住

まち

 
 

 
景観
・旧道
・住民
賑わ
・ダル
・商店

住民
地に
なか

生
フ

町
リ

住
れ

流
り

街
し

東
を

を
賑

有

、
目

する町民用住宅
期帰還を希望す
、災害公営住
建て）を整備 
宅を失った等
帰還を希望す

者用住宅（集合
業者の受け皿

活用しつつ、住

Ｒ双葉駅前イ

住宅団地イメ

なかの景観保全

の保全に向け
道のランドマー
民同意に基づ
いの再生に向
ルマ市等の伝統
店の新規立地

民・事業者・行政
における双葉を感
かの賑わい再生

宅（集合・戸
する町民の受
宅や公的賃貸
 
の理由により
る町民を対象

合）エリア 
皿となるよう、
住宅団地（集合

イメージ 

メージ 

全と賑わい再

た取組 
ーク的な施設
く、緩やかな
けた取組 
統行事やイベ
・再開、市場

政の協働により、
感じる景観の保

生に向けた取組 

建て）エリア
け皿となるよ
住宅（集合・

、復興拠点へ
に宅地を分譲

既存施設
合）を整備

生

の保全 
まちなみ保全

ントの再開 
等の定期開催

、既成市街
保全と、まち



既存
・関
・空
・空
 （
・空

（例

この図

今後、

駅

 

 

駅

駅

 

 

ストック・空
係する地権者
き地・空き家
き地の整理・
例：公営住宅
き家の整理・
例：交流施設）

図は、今後５～

具体的な工程

駅前交流拠
   官民複合
・公共公益・
 生活関連サ
 （例：医療
    行政

  「双葉町
・道路を含め
・町の賑わい

（例：小売
・ステーショ
・東西の自由

駅

駅

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

閑地の有効活
の意向の早期
情報の整理・
集約化による
、公的賃貸住
有効活用の検
） 

～１０年程度か

程を整理し、当

拠点 

合施設を中心
商業機能を備

サービスを先行
療施設、福祉施
政施設、宿泊施

ＪＲ双
「町

町の新たな顔」
た駅前空間の
創出に貢献す
施設、飲食施
ンプラザ双葉
通行の確保（

前田川沿い
・前田川な

て、まち
 （例：遊

 
 
 

 
 

活用の推進 
把握 
発信 
有効活用 

住宅） 
検討 

かけて達成を目

当面の暫定的な

とした生活関連
備えた官民複合
行的に提供 
施設、小売施設
施設 等） 

双葉駅の西側・
の新たな顔」と

の創出 
再整備（例：
る施設の立地
設、娯楽施設
を活用した交
例：エレベー

 

いの景観再生
などの桜並木を
ちの景観環境整

歩道 等） 

双

幹線道路沿い

・広域的な人
まえた施設の
（例：商業
   生活

広域的な交通
路沿いの用地

目指していく最

な施設配置の検

連サービスの提
合施設を整備し

設、交流施設、

東側の連携に
なる賑わい空間

循環バス､駐車
の推進 
、横丁 等）
流機能の確保
ター､店舗の併
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を保全再生し
整備を推進 

双葉町役場
（本庁舎）

の用地の有効

の往来と周辺
の立地を推進
施設、飲食施
関連施設 等

通ネットワークを形
地の有効活用に

最終的なイメー

検討を含め、計

提供
し、 

 

より、
間を創出

車場 等）

 
保 
併設 等）

せ

活用 

辺の施設環境を

設、宿泊施設
）

形成する幹線道
向けた取組 

歴史・

・公共施
・新たな
 （例

   
・旧道か
・旧道と
 られる

沿道交
一団の町
すること

・新た
再配

 （例
能、

・必要

体育館

ージ図です。

計画的に取組を

せんだん
温泉

一団の公共
い、双葉の歴

踏

、

道

ふ

⽂化交流

施設の調査・補
なニーズに応じ
：町民グラウン

図書館・歴史
からのアクセス
と一体となった
る町民憩いの空

交流拠点
町有地を活用し
とで、町に必要な

たなニーズに応
配置 
例：行政機能、

商業機能、健
要に応じ、土地

館・公民館周辺

を進めます。 

共・公益施設を活
歴史や文化に触

Ⅳ章 

ふるさと通りイ

流拠点 

補修 
じた、既存公共
ンドの一部の公
史民俗資料館の
ス改善 
た、双葉の歴史
空間の形成 

点 
し、公共・公益機
な機能の回復を

応じた、公共・

交流機能、医
健康増進機能 
地の高度利用に

辺 

活用しながら、町
触れられる空間

町の再興

イメージ 

共施設の有効活
公園化 
の再編 等）

史・文化を感じ

機能を集積・再
を図る

公益機能の集

医療機能、福祉
等） 

について検討

町民や来訪者が
間や機能を回復

活用 

じ 

再配置

集積・

祉機

が集
復



 

 

（２）JR
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開

田

○平

い

開

に

○Ｊ

域

○こ

と

て

本

早

環

○ま

確

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 

R 常磐線の

Ｒ常磐線の

開されており

田－小高間を

平成 28 年３

いて」におい

開通を目指す

についても、

Ｒ双葉駅の

域の除染が進

こうした中、

したコンパ

ていくに当た

本と協議を深

早期除染の実

環境整備を推

また、ＪＲ常

確保に向けた

 ＪＲ常磐

の復旧と

の不通区間

り、原発事

を除き運行

月に国やＪ

いて、帰還困

す」との方

全線開通

の周辺は自

進めば、線

、町として

パクトな生

たっては、

深め、ＪＲ

実施等、駅

推進します

常磐線の東

た検討を推

線（避難指

JR 双葉駅

間については

事故に伴う避

行が再開され

ＪＲ東日本

困難区域内

方針が示され

通の目途が明

然減衰等に

線量はさらに

て、ＪＲ双

生活拠点の

今後も国

Ｒ双葉駅東

駅の供用再

す。 

東西エリア

推進します。

 

指⽰区域内
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駅の供⽤

は、避難指

避難指示区

れています

本から出され

内を通過す

れたことに

明らかにさ

により線量

に下がって

葉駅を中心

形成を進め

やＪＲ東日

東側の区域の

再開に向けた

の人の動線

。 

福島復興加

内）の開通等

再開 

指示の解除を

区域内の路線

す。 

れた「ＪＲ常

る「浪江－

により、ＪＲ

されました。

量がすでに相

ていくことが

心

め

日

の

た

線

加速への取組

等の⾒通し

を追いかけ

線は、平成

常磐線の全

－富岡間の平

Ｒ双葉駅を

。 

相当低下し

が見込まれ

（平成 28 年

（復興庁資

JR 双葉

ける形で順次

成 28 年 12 月

全線開通の見

平成 31 年度

を含む残りの

しており、今

れます。 

10 月 復興庁

資料） 

葉駅（双葉町）

次運行が再

月現在、竜

見通しにつ

度末までの

の不通区間

今後、駅周

庁福島復興局）

 

再

竜

つ

の

間

周

 



 

 

（３）中

 

 

 

【産業・研究
〇⺠間企業

〇⺠間企業
業所（貸

【産学連携施

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
新産

他市町村

は作らない

早く立ち上

ば、住宅街

ちやすい。

-1働く 

中野・両⽵

【新

項⽬ 

究・業務施設】 
業に賃貸する産

業が⼊居可能
貸事業所） 
施設】 

業創出ゾーン

主なご意⾒

 

村と同じもの

いでほしい。 

上がれ

街が建

。 

新産

ー

して

早く復興の「

をあげてほし

復興1 

⽵地区にお

新産業創出ゾ

産業⽤地 

能な共同事

ン（中野地区復

⾒ 

産業へのサポ

トもきちんと

てほしい。 

「のろし」

しい。 

興産業拠点の

おける「働

○双葉

の整

○中野

もの

より

てい

○中野

平成

ンフ

進め

 

 

ゾーン（中

・福島第⼀原
⽴地促進と基

・東京電⼒ホー
・町内事業者

・イノベーション
教育拠点、共

復興産業拠点）

の整備 新産
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働く拠点」

葉町の「働く

整備に全力で

野地区復興産

であり、そ

、復興を遂

きます。

野地区復興産

成 30 年頃に

ラ（電気、

ます。 

中野地区復興

原⼦⼒発電所の
基盤整備（産
ールディングス株

者の事業再開や

ン・コースト構想
共同研究室等

イメージパー

産業創出

」の整備

拠点」とし

で取り組み

産業拠点は

その整備を早

遂げる町の姿

産業拠点に

には企業活動

上下水道

興産業拠点

整備⽅針

の廃炉・除染
産業団地整備
株式会社復興
や新たな⺠間事

想の受け⽫とし
等、国際産学連

ース

出ゾーン

して、「中野

ます。 

、双葉町の

早期かつ確

姿を目に見

ついては、

動が開始で

、道路等）

点）整備⽅針

針や機能等

・インフラ復旧等
・インフラ整備等

興本社の誘致 
事業者の⽴地

して、廃炉に係
連携拠点の⼀

Ⅳ章 

野地区復興産

の復興の先駆

確実に推進す

見える形で広

海岸堤防が

できるよう、

の整備と企

針】 

等に従事する
等） 

地⽀援 

係る技術者研修
⼀翼を担う施設

 

町の再興

産業拠点」

駆けとなる

することに

広く発信し

が完成する

、基礎的イ

企業誘致を

事業所向けの

修拠点、⼤学
設を誘致 

る

に

し

る

イ

を

の

学



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各施設の
・各施設の

まかなも
・今後、地

まえた見

双葉町

復興産業

業用地や

あわせ

サービス

復興シン

流センタ

祈念公園

目指しま

また、就

るととも
 
【産業・

○民間企

○民間企

【中核施

○産学連

○産業交

○アーカ

新産

「働く

【
＜
・福

＜
（
・町

の範囲は、大ま
の配置は、現時
もの。 
地権者の方々の
見直しが必要。

町の「働く拠点

業拠点）には、

や共同事業所等

せて、就業者の

ス提供及び一時

ンボル軸や復興

ターを整備し、

園とも連携した

ます。 

就業者等の憩

もに、花きを植

研究・業務施

業に賃貸する

業が入居可能

設】 

携施設 

流センター[

イブ拠点施設

産業創出ゾ
（「

 

く拠点」の整

産業・研究
民間企業に賃
福島第一原子力

フラ復旧等に

を図ることと

業団地整備・

民間企業が入
貸事業所）＞

町内事業者の事

の立地を支援

能な共同事業

※施設には十分

※整備規模は具

まかな概念を示
時点における周

の意向、立地事
 

点」としての

、事業再開や

等を確保しま

のサポート、

時帰宅する町

興祈念公園の

、県が整備す

た、福島県の

憩いの場とな

植栽する等、

施設】 

る産業用地 

能な共同事業

[被災伝承・復

設[被災伝承

※拠点整備

※各施設の

ゾーン（中野
「働く拠点」

整備イメー

・業務施設】
賃貸する産業
力発電所の廃炉

に従事する事業

し、そのための

インフラ整備

入居可能な共
＞ 
事業再開や新た

するため、民間

所(貸事業所)の

分な駐車スペー

具体的なニーズ

示したもの。
周辺の土地利用

事業者の動向、

の新産業創出ゾ

や企業誘致の受

ます。 

復興祈念公園

町民に向けた

の位置を考慮

するアーカイブ

の「発信拠点」

なる近隣公園を

景観に配慮

業所（貸事業所

復興祈念ゾー

・復興祈念ゾ

備には国の交付金

の整備方針につい

野地区復興
」）整備方針
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ージ 

 
業用地＞ 

炉・除染・イン

業所の先行立地

の基盤整備（産

備等）を実施

共同事業所 

たな民間事業者

間企業が入居可

の整備を推進

ースを確保 

ズを踏まえて検討

用予定を踏まえ

技術的観点等

ゾーン（中野

受け皿として

園等への来訪

サポートのた

慮しながら、産

ブ拠点施設や

」としての発

を合わせて整

慮します。 

所）  

ーン] 

ゾーン]  等

金等を活用 

いては図中に記

興産業拠点）
針 

ン

地

産

者

可

討 

えた大

等を踏

野地区

て、産

訪者の

ため、

産業交

や復興

発展を

整備す

等 

記載 

） 
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【産学連
・イノベー

受け皿

研修拠点

究室な

翼を担

連携施設】 
ーション・コー

として、廃炉に

点、大学教育拠

ど国際産学連

う施設を誘致

ースト構想の

に係る技術者

拠点、共同研

連携拠点の一

Ⅳ章 町の再興



【
①

 

 
②

 

③

 

④
 

⑤

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【再エネ発電
（再⽣可能
しての活⽤）
 
【⽔⽥再⽣活
（農地（⽔
業再⽣） 
【次世代園芸
（再⽣可能
した産業創出
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次世代園芸
・新しい農業

（施設園芸、

【以下の施設の誘
①営農型太陽光

ェアリング） 
・⽀柱を⽴て、
光発電設備等
 営農と発電事

②花きを中⼼とし
（太陽光利⽤
・双葉町の気候
ギーを活かした
施設園芸によ

③再⽣可能エネ
⽤施設 
・主に地域や周
(⽊材、稲わら
し、施設園芸
る施設を導⼊

④新たな⼀次産
・養殖施設等、
証施設と加⼯
置。 

⑤地域交流・農
次産業化関連
・地域交流や体
共同利⽤を兼
・来訪者向けの
⼩規模な⼈⼯
・両⽵・浜野地
売。 
・復興に関する

-2働く 

風評被害

が心配。 

【再
項⽬ 

電拠点】 
能エネルギー拠

 

活⽤拠点】 
⽔⽥）を活かし

芸チャレンジ拠
能エネルギーを
出） 

芸チャレンジ
・新たな産業創

営農型太陽光

誘導・⽴地を検
光発電施設（ソ

農地の上部空
等の発電設備を
事業を両⽴。 
した⼤規模施設
⽤型植物⼯場）
候特性と再⽣可
た、環境制御型
よる花き栽培。 
ネルギー（バイオ

周辺で得られたバ
ら、資源作物等

芸等へ熱や電気を
⼊。 
産業の創出 
、⼀次産業の可

⼯作業⽤の関連

農業体験学習施
連施設） 
体験学習、農業
兼ねた施設を⽴地
の葉物野菜を中
⼯光型植物⼯場
地区の⽣産物を加

る情報の発信。 

再⽣
再⽣2 

主なご意⾒

 

再エネと

合わせは

だが、希

専門家など、

他町から担

手を呼び込

たい。 

再⽣可能エネ

拠点と
・耕地
ーによ

・施設
・住宅地

した農
・まとま
・将来
・燃料⽤

拠点】
活か

・津波
光発

・⽔⽥

 

【再⽣可能

拠点】 
創出 

光発電等） 

検討】
ソーラーシ

間に太陽
を設置。 

設園芸
）   

可能エネル
型の⼤規模

オマス）活

バイオマス
)を活⽤
を供給す

可能性実
連施設を設

施設（六

業機械の
地。 

中⼼とした
場を設置。 
加⼯・販

⽣可能エネル
⽣可能エ
⾒ 

と農業の組み

は難しい取組

希望が持てる。 

、

い

み

○両竹

しい

回復

〇荒廃

①再

②再

③農

 

ネルギー・

が未整備など
よる拠点としての
の保守管理や
地周辺は、花

まりのある農地
の⾷⽤⽶栽培
⽤作物の栽培
リスクの低い場
電など、新しい
再⽣活⽤拠点

能エネルギー

ルギー活⽤・
エネルギー
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竹・浜野地区

農業・新た

復による、双

廃した農地の

再生可能エネ

再生可能エネ

農地（水田）

・農業再⽣モ

ど、効率的な営
の活⽤を検討

や草刈り等に係
花や樹⽊による修
（⽔⽥）を活

培再開に向けた
培等、農地を活
場所では、施設
い農業・新たな
点の取組と連携

ー・農業再⽣

農業再⽣へ
ー・農業再

区では、再生

たな産業創

双葉町の復

の再生モデ

ネルギー拠

ネルギーを

を活用し

モデルゾー
整備⽅針や機

営農が将来にわ
。(⼀部に⼤規

係る就労の機会
修等、住環境

活かし、農業再
た、燃料⽤資源
活⽤した再⽣可
設園芸（太陽

な産業創出を検
携し、複合的な

⽣モデルゾー

への取組 
再⽣モデ

生可能エネ

出と、農業

復興モデル構

デルとして、

拠点としての

活かした、

た農業再生

ーン整備⽅針
機能等

わたって困難な農
模太陽光発電

会の創出。 
境に配慮。 

⽣による原⾵景
源作物や飼料
可能エネルギー
陽光利⽤型植
検討。 
な営農等による

ーン整備イメ

【再エネ発電
・効率的な営農

農地を再生

点として活用

【水田再生活
・農地を活かし

（燃料作物や

デルゾーン

ネルギーを活

業再生を通

構築に取り

、以下を推

の活用 

新しい産

生による原

針】 

農地は、再⽣
電施設(メガソーラ

景回復を⽬指
料⽤⽶の作付け
ー拠点としての活

植物⼯場等）や

る働く場の創出

ージ】 

電拠点】 
農が将来にわた

生可能エネルギ

用（太陽光発電

活用拠点】 
した農業再生と

や飼料用米の作

ン 

活かした新

じた原風景

組みます。

推進します。

産業創出 

原風景回復

可能エネルギ
ラー)を設置) 

指す。
けを想定。 
活⽤。 
や営農型太陽

出を⽬指す。

たって困難な

ギーによる拠

電等） 

と原風景の回復

作付け等） 

新

景

。 

。 

陽

復



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福島県

生可能

・201

204

を再生

・また、

の創出

 

・福島新

 

 

 

 

・双葉町

●

   

 

 

コ

2016 年

事業可

性調

福島新

県は復興の

能エネルギ

2 年 3 月に

40年頃を目

生可能エネル

、県が推進

出を目指す原

新エネ社会構

・再生可能

・再生エネ

・未来の新

町は、次の取

●「再生可能

○阿武隈、

・発電事

・関係省

ラム 

年度 2017 年

可能

査 
送電線

 

新エネ社会

大きな柱と

ーの拡大、

に改定され

途に福島県

ルギーから

する「イノ

原動力とし

構想実現会議

能エネルギー

ネルギーから

新エネルギー

取組が該当

能エネルギ

、双葉エリ

事業者及び

省庁等の検

年度 2018

線の敷設、風

会構想（福島

として、福島

関連する産

た「福島県

県内の１次エ

生み出すと

ベーション

して、再生可

議では、次を

ーの最大限の

ら水素を「作

ー社会実現に

すると考え

ギー導入拡大

アの風力発

電力会社が

討会を設置

年度 2019

風力発電所の

49 

島新エネ社会

島を「再生可

産業の集積、

県再生可能エ

エネルギー需

という目標を

ン・コースト

可能エネルギ

をめざし、「

の導入拡大

作り」、「貯め

に向けたモデ

えられます。

大に向けた送

発電のための

が送電線整備

置し、ルート

年度 2020

の整備 

会構想実現

可能エネルギ

研究開発を

エネルギー推

需要量の10

を設定してい

ト構想」では

ギーを重要な

「福島新エネ

を図る 

め・運び」、

デルを福島

 

送電線の増強

の送電線増強

備、管理等を

ト選定や土地

年度 ～20

現会議：経産

ギー先駆けの

を進めていま

推進ビジョン

00％以上に相

います。 

は、福島浜通

な柱に位置付

ネ社会構想」

「使う」 

で創出 

強」 

強 

を行う事業体

地利用等の調

30 年度 ～

Ⅳ章 

産省） 

の地」とす

ます。 

ン（改訂版）

相当するエ

通り地域の

付けています

」を策定して

体を設立 

調査を実施 

～2040 年度頃

町の再興

べく、再

」では、

エネルギー

産業基盤

す。 

ています。 

頃 
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（４）浜野地区における「発信拠点」の整備 

 

 

○浜野地区は、地震・津波・原発事故の複合災害という、今般の未曾有の大災害による被

害の全てを経験した地域です。 

○このような浜野地区において、震災・事故の記録・教訓とそこからの復興のあゆみを発

信する「アーカイブ拠点施設」と、犠牲者への追悼と鎮魂や復興への強い意志の国内外

への発信等を目的とする「復興祈念公園」が連携することにより、震災・事故の記録・

教訓を確実に後世に引き継ぐとともに、このような悲劇が二度と起こらぬよう、広く国

内外に効果的な情報発信を行います。 

〇また、これらの施設に多くの人を呼び込むことによって町への人の流れを創出するとと

もに、産業交流センターとも連携し、域内での人の循環を生み出し、双葉町の復興の先

駆けとなる浜野地区の賑わい創出に貢献し、町の復興を加速させます。 

【被災伝承・復興祈念ゾーン】 

項⽬ 整備⽅針や機能等

【産業交流センター】 
 

・就業者を対象とした⽣活関連サービス（⼩売・飲⾷、救護等）や会議・研修の
場の提供等 

・町⺠の⼀時帰宅時の滞在・交流施設等 
・復興祈念公園等への来訪者に対するサービス提供の拠点（地場産品の販売や
福島県の⾷材を活⽤した⾷事の提供等により、産業振興・地域活性化） 

・各施設との連携 

【アーカイブ拠点施設】（県） ・震災・事故の記録・教訓等を広く国内外に発信する「学び」と「交流」の場
・各施設との連携 

【復興祈念公園】（県） ・犠牲者への追悼と鎮魂や、⽇本の再⽣に向けた復興への強い意志の国内外への
発信等 

・緑地等による防災・減災機能と⼈々が周遊できる憩いの場 
・各施設との連携 

  

 被災伝承・復興祈念ゾーン  発信 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アーカイ
・復興祈念公

事故のアー

・震災・事故

する「学び

訪し、交流

【産業交流セ
・就業者を対

「産業交流

・町民の一時

・また、復興

地場産品の

（想定される
・会議室・研

滞在施設、
 

※津波被災地
想定 

イブ拠点施設】
公園の隣接地に

ーカイブ拠点施

故の記録・教訓

びの場」として

流できる環境を

センター】 
対象とした生活

流センター」の

時帰宅の際の滞

興祈念公園等へ

の販売や福島県

る機能） 
研究室、小売・

防災施設 等

地であるため、

 

】 
に、公園と連携

施設の整備を推

訓等を広く国内

て、多くの人々

を創出 

活関連サービス

の整備を推進 

滞在・交流施設

への来訪者に対

県の食材を活用

飲食店舗、診
等 

津波避難ビル

【被災伝

携した原発

推進 

内外に発信

々が町に来

ス（小売・飲食

設等としても活

対するサービス

用した食事を提

診療所、宿泊施

ルの機能を併せ

伝承・復興
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食、救護等）や

活用を図り、快

ス提供の拠点と

提供する等によ

施設（短期賃貸

せ持つものとし

展望拠

中間貯蔵施

興祈念ゾーン

や会議・研修の

快適な一時帰宅

として活用し、

より、産業振興

貸住宅）、 町民

して、中層の建

拠点

施設予定地 

ン整備イメー

の場を提供する

宅環境を実現 

アーカイブ拠

興・地域活性化

民一時

建物を

産業交流

【復興祈念公
・平成 27 年

にまたがる

・具体的な計

中心に検討

ージ】 

Ⅳ章 

る等のための施

拠点施設とも連

化を図る 

流センター（整備イ

公園】 
年 4 月に、双葉

るエリアが予定

計画区域は、現

討 

町の再興

施設として、

連携しながら

イメージ）

・浪江両町

地に決定 

現在、県を



 

 

 

 

 

 

 

・世界の複

・福島にし

・福島に心

による『

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東⽇

平成 2

の機能、

識者会議

をまとめ

基本構想

双葉町

（平成 2

を注視し

コラ

参考 1 

アーカイブ

あれば活用

人が立ち寄

るような施

も必要。 

拠発信 

 

複合災害と復興

しかない複合災

心を寄せる人々

『復興の加速化

⽇本⼤震災・

28 年 12

内容等につ

議）」の理念

めた基本構想

想策定に係る

町としても、

28 年 10 月

しています。

ラム① 

「東⽇本⼤震
（H27.8 東
「２．施設整

主なご意⾒

 

ブ拠点施設は必

用したい。 

きちんと

する場が

寄れ

施設
町の産

化につ

よい。

拠点 -1 

興の記録や教

災害の経験や

々や団体と連

化への寄与』

 

・原⼦⼒災害

月現在、福

ついて（報告

念を具体化し

想の策定に向

る検討会議で

本検討会議

月、第３回会

 

震災・原⼦⼒
東⽇本⼤震災
整備の基本理

⾒ 

必要。

と復興を発信

ほしい。 

産業の活性

つながれば

 

アーカ

○世界

承」

点施

望に

（平

地が

○町は

国内

に双

って

イム

○この

周辺

セン

施設

発信

 

教訓の『未来

や教訓を生か

連携し、地域

 

害アーカイブ

福島県におい

告）（H27.8

し、アーカイ

向けた検討

で行われま

議に、双葉町

会議）からオ

⼒災害アーカイ
災・原⼦⼒災
理念」抜粋】

カイブ拠点
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界初の複合

「世界との

施設につい

に基づき、

平成 28 年

が決定いた

は、今般の

内外に広く

双葉町が経

てふるさと

ムの復興の

のような悲

辺に整備が

ンターとの

設の整備主

信拠点の整

来への継承』

かす『防災・減

域コミュニテ

ブ拠点施設

いて、「東日本

8 東日本大

イブ拠点施設

討が、「東日本

した。 

町へのアー

オブザーバ

イブ拠点施設
災害アーカイブ

点施設（

合災害と復興

の共有」等を

いては、双葉

「第 58 回新

８月）」にお

たしました。

の複合災害の

継承・共有

経験している

を追われる

の進捗状況で

悲劇が二度と

が予定されて

の連携を考え

主体である福

整備を推進し

『世界との共

減災』 

ィや文化・伝

基本構想策

本大震災・

大震災・原

設の具体的な

本大震災・原

カイブ拠点

ーとして参

設の機能、内
ブ拠点施設有

（県事業）

興の記録や

を基本理念

葉町が福島

新生ふくし

おいて、双

 

の記録・教

有するべき

る、被害の

る苦難と、

であると考

と繰り返さ

ている復興

えながら、施

福島県と連

します。 

共有』 

伝統の再生、

策定に係る検

原子力災害

子力災害ア

なコンテン

原子力災害

施設の立地

加し、県に

内容等について
有識者会議）」

や教訓の「未

念とするアー

島県に対して

しま復興推進

双葉町中野地

教訓として、

きことの一つ

の広域化・長

そこからの

考えています

されることの

興祈念公園や

施設の立地

連携し、効果

復興を担う人

検討会議（

害アーカイブ

アーカイブ拠

ンツ等につい

害アーカイブ

地が決まった

における議論

て（報告） 
の 

未来への継

ーカイブ拠

て行った要

進本部会議

地区への立

、もっとも

つは、まさ

長期化によ

のリアルタ

す。 

のないよう

や産業交流

地町として、

果的な情報

人材の育成等

（福島県） 

ブ拠点施設

拠点施設有

いての考え

ブ拠点施設

た後の会議

論の方向性

継

拠

要

議

立

も

さ

よ

タ

う、

流

、

報

等



 

 

 

平成 2

連携によ

て取り組

平成 2

の編纂、

ー及び資

と、効果

カイブ事

 

コラ

双

28 年度より

より、双葉町

組んでいます

28 年度にお

町内の一部

資料の整理等

果的な情報発

事業に組織的

（写真

係資

ラム② 
 

双葉町によ

り、庁内に

町としてのア

す。 

おいては、具

部区域の空撮

等に取り組み

発信に向け、

的に取り組み

真）福島県双

資料を将来へ

よるアーカイブ

「双葉町アー

アーカイブ事

具体的には、

撮等、文化財

みました。後

今後も引き

みます。 

双葉町の東日

へ残すホーム

53 

ブ事業（記

ーカイブ事業

事業（記録

、震災記録誌

財のレスキュ

後世への伝承

き続き、アー

日本大震災関

ムページより

記録・収集・整

業推進連絡

・収集・整

誌

ュ

承

ー

関

り 

整理・保管等

会議」を立

理・保存等

Ⅳ章 

等） 

立ち上げ、関

等）の推進に

町の再興

関係各課の

に町をあげ



 

 

 

 

 

 

     

     

     

 

 

 

一時的に

民のため

設が必要

拠発信 

    

    

    

主なご意⾒

 

に集まる町

めの宿泊施

。 

企業の

施設も

町民の交

が出来る

拠点 -2 

     

     

     

 

⾒ 

の福利厚生

も必要。 

交流イベント

ると良い。 

産業交

○復興

復興祈

宅をす

セン

○産業交

機能

めた

を持

り、地

【交
・

・

【総
・

・

   ・

   ・

【就
・

・

【来
   ・

交流センタ
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シンボル軸

祈念公園・

する町民の

ターの整備

交流センタ

分担、地域

人の流れ等

たせること

地域交流促

交流機能】
屋内外の広

－周辺施設

交流サロン

総合的なサポ
小売店舗

－日用品

－地場産品

－福島県産

飲食店舗

－就業者ほ

－町民、来

－福島県産

宿泊施設

温浴施設

就業者サポー
大小の各種

簡易的な医

来訪者サポー
ツーリスト

ター 

軸沿いに、

アーカイブ

の総合的な

備を推進し

ターには、ア

域の防災拠点

等を意識し

とを目指し

促進、産業振

広場空間 

設との連携

ン 

ポート機能

（飲食料、

品のＰＲ・

産品のＰＲ

ほか誰もが

来訪者等が

産品の活用

・休憩施設

ート機能】
種会議室 

医療施設 

ート機能】
トインフォ

復興産業拠

ブ拠点施設

サポート拠

ます。 

アーカイブ

点としての

ながら、概

て取組を推

振興、地域活

等による各

能】 

日用雑貨等

販売 

・販売 

が使える食堂

が憩えるカフ

・ＰＲ 

設 

 

 

メーション

拠点におけ

設への来訪者

拠点として

ブ拠点施設

の機能、周辺

概ね以下の

推進します

活性化等を図

各種イベン

等）の販売

堂空間 

フェ空間 

ン 等 

ける就業者、

者、一時帰

、産業交流

と連携した

辺施設も含

ような機能

す。それによ

図ります。

ントの開催

売 

、

帰

流

た

含

能

よ

 



 

 

 

 

 

 

拠発信 

復興祈念公

での循環バ

あるとよい

環境面で名

なるような

になってほ

拠点 -3 

 

主なご意⾒

復興祈念公

ゾーンと連

しい。 

公園ま

バスが

い。 

少

ま

て

名所と

な公園

ほしい。 

モニュメ

があれば

 

復興祈

⾒ 

公園と他の

連携して欲

少しでも心休

まる場となっ

てほしい。 

メントと広場

ば良い。 

○犠牲者

強い意

園」に

福島県

○福島県

ふくし

双葉・

の整備

○このエ

島県に

全４回

からの

・東日

鎮魂

・ふ

・ふ

・復

○平成 2

検討調

催）」

業が行

整備が

○復興祈

備され

整備を

を果た

なって

 

祈念公園
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者への追悼

意志の国内

については

県に各１施

県における

しま復興推

・浪江両町

備が決定し

エリアへの

における復

回開催され

の提言が、

日本大震災

魂 

くしまへの

くしまの被

復興へ向けて

28 年度は、

調査有識者

において、

行われてお

が進められ

祈念公園の

れる緑地や

を推進する

たすことは

ていくよう

園（県事業）

悼と鎮魂や、

内外への発信

、国・県の

施設ずつ整備

復興祈念公

推進本部会議

町にまたがる

しました。

の立地決定後

復興祈念公園

れ、国が策定

以下の４つ

災で犠牲とな

の想いを育

被災を将来

て取り組む

、「福島県に

者委員会（平

国による基

おり、今後、

れていく予定

の整備に当た

や、震災遺構

ことにより

はもちろん、

、関係機関

） 

日本の再

信等を目的

連携により

備されるこ

公園につい

議（平成 27

るエリア（

後は、平成 2

園のあり方

定する基本

つの柱でま

なったすべ

育む 

来につなげる

ふくしまの

における復

平成 28 年９

基本構想の

基本計画

定です。 

たっては、

構である周

り、緑地等

人々が周

関に求めて

Ⅳ章 

再生に向けた

的とする「復

り、岩手県

ことになって

いては、「第

年４月）」に

（中野・両竹

27 年度にお

方検討有識者

本構想に対す

まとめられま

べての生命へ

る 

の姿を国内

復興祈念公園

９月、第１回

の策定に向け

画の策定を経

海岸防災林

周辺施設等

等が、防災

周遊できる憩

ていきます。

町の再興

た復興への

復興祈念公

、宮城県、

ております

第 39 回新生

において、

竹地区）へ

おいて、「福

者会議」が

する福島県

ました。 

への追悼と

内外へ示す

園基本構想

回委員会開

けた検討作

経た上で、

林として整

と連携した

・減災機能

憩いの場と

 

の

公

す。 

生

へ

福

が

県

と

想

開

作

整

た

能

と



 

 

 

○復興

（浪

の両

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年

参考資料４

参考 
 

興祈念公園の

浪江町）、津

両町で検討し

年度 第 1 回

４ 福島県にお

周辺の震災

の周辺に位置

津波の避難場

しています。

福島県におけ

おける復興祈念

災遺構等：

置する津波被

場所であった

 

る復興祈念公

念公園のあり方

 

：諏訪神社
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被害を受けた

た諏訪神社

公園基本構想検

方【基本構想へ

、マリーン

たマリーンハ

（双葉町）等

検討調査有識者

への県提言】か

ンハウスふ

ハウス（双葉

等の震災遺構

者委員会 

から一部改変 

 

たば、請⼾

葉町）、請

構を双葉町

⼾⼩学校等

請戸小学校

町・浪江町

等 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本

興祈念公

ています

 

「⾼

「奇跡

震災の際

地の被

ぼ消失す

高田市が

の追悼

国内外

徴となる

ています

平成

ップを開

構に隣接

球場・サ

 

宮城

東日

地区で

津波復興

3,000

にはビ

園内の一

元した

した基本

（202

コ

本大震災か

公園」と宮

す。 

⾼⽥松原津波

跡の一本松

際の津波に

災とともに

する甚大な

が連携し、高

と鎮魂や日

に向けて明

る「高田松原

す。 

28 年度に

開催して市

接して設け

サッカー場

城県⽯巻市

本大震災で

は、国と宮

興祈念公園

0 人規模の式

ジターセン

一部で、市街

り、震災前の

本設計案が

21 年）を予

コラム 

 

岩⼿

らの復興の

城県「石巻

波復興祈念

」のある岩

より岩手県

に高田松原の

被害を受け

高田松原のあ

日本の再生に

明確に示すこ

原津波復興

は、有識者

民の思いを

、かつての

等の運動施

市「⽯巻南浜

で甚大な被害

宮城県及び石

」の検討が進

式典ができる

ターとなる

街化される前

の街路を残す

が検討されて

予定していま

⼿県・宮城

の象徴となる

巻南浜津波復

念公園」（岩

手県陸前高

県内最大の被

の砂州と７万

けました。国

あった地区

に向けた復興

こと等を目的

祈念公園」

者委員会と津

を受けて公園

の松原の復元

施設を復元す

浜津波復興

害を受けた宮

石巻市の連携

進められてい

る規模の追

る中核施設を

前の湿地や

すなどの地

ています。開

ます。 
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城県におけ

る「復興祈念

復興祈念公園

手県陸前高田

高田市は、東

被災地となり

万本あった

と岩手県及

区に震災の犠

興への強い

的とした復

の検討が進

津波伝承施設

園づくりに活

元とともに、

する基本設計

興祈念公園」

宮城県石巻

携の下、「石

います。中心

悼広場、そ

を配置してい

樹林地の風

区の原風景

開園は、平成

ける復興祈

念公園」とし

園」について

田市） 

東日本大

り、市街

松がほ

及び陸前

犠牲者へ

意志を

興の象

進められ

設検討委員会

活かしていま

震災津波伝

計案が検討さ

」（宮城県石

巻市南浜

石巻南浜

心部は、

その北側

います。

風景を復

景に配慮

成 33 年

平

興

平

興

念公園 

して、岩手県

て、基本計画

会のほか、市

ます。追悼・

伝承施設と併

されています

石巻市） 

平成28年度 

興祈念公園有識

平成28年度 

興祈念公園有識

Ⅳ章 

県「高田松原

画の検討が進

市民協働ワー

・祈念施設を

併せた道の駅

す。 

第3回高田松

識者委員会 資

第1回石巻南

識者委員会 資

町の再興

原津波復

進められ

ークショ

を震災遺

駅や、野

松原津波復

資料より 

南浜津波復

資料より 
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（５）アーカイブ拠点施設と復興祈念公園の連携による情報発信 

○世界の注目が日本に集まる 2020 年東京五輪の機会を活かし、アーカイブ拠点施設と復

興祈念公園の連携により、未曾有の複合災害の被災地である“FUKUSHIMA”から、「ふく

しま」の復興を広く国内外に発信します。 

○それにより、町への人の流れを加速させ、町に賑わいを取り戻すとともに、国内外から

の町や県に対する風評払拭を図ります。 

 

 
 

（「復興五輪」・日本全体の祭典）  

同時に、大会の開催により、世界各国からアスリート、観客が日本に集まり、海外メディアによ

り広く報道され、世界の注目が日本に集まることになる。この機会を国全体で最大限いかし、「復

興五輪」として、東日本大震災からの復興の後押しとなるよう被災地と連携した取組を進めるとと

もに、被災地が復興を成し遂げつつある姿を世界に発信する。また、スポーツ、文化・クールジャ

パンその他の様々なイベントを通じてオールジャパンで日本の魅力を発信し大会の開催に向けた

機運の醸成を図るとともに、外国人旅行者の地方への誘客拡大による観光振興、大会に関連した事

業やイベントへの地方の企業、団体及び個人等の参画拡大等を推進する。こうした取組を通じて、

大会を国民総参加による日本全体の祭典とし、北海道から沖縄まで、全国津々浦々にまで、大会の

効果を行き渡らせ、地域活性化につなげる。 

 

 

  

参考 「2020 年東京オリンピック競技⼤会・東京パラリンピック競技⼤会の準備
及び運営に関する施策の推進を図るための基本⽅針（平成 27 年 11 ⽉閣議決定）」



 

 

（６）町

 

 

 

○復

て

観

ル

 

 

 

 

○「

捗

ゾ

 

 

-1拡張 

-2拡張 

○共同

平成

○平成

コ

町内復興拠

復興ＩＣ（仮

て広がる田畑

観的な観点を

ルゾーンにお

「復興拠点」

捗に応じ、地

ゾーンの拡張

耕作1 

町内2 

同墓地の予定

成 28 年度、

成 29 年度内

ラム 

拠点の広が

仮称）から

畑について

を踏まえな

おける取組

のその他

地権者の方

張区域とし

 

作再開モデ

内復興拠点

定地について

環境省によ

内における供

がりとして

ら町内復興拠

ては、地権者

ながら、花き

組の段階的な

他のエリアに

方のご意向や

して整備を推

デルゾーン

点の各ゾー

共同
ては、面的な

よる除染が行

供用開始を目
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ての段階的

拠点へのア

者の営農再

きの栽培そ

な拡張を目

については

や震災前の

推進してい

ン 

ーンの拡

同墓地等の
な土地利用

行われていま

目指し、引

的な整備

アクセス道路

再開意向や、

その他再生可

目指します。

は、町内復興

の土地利用等

いきます。

拡張エリア

の整備 
とは切り離

ます。 

き続き、そ

路となる復

、双葉の玄

可能エネル

。 

興拠点内の

等を踏まえ

ア 

した優先的

の整備を推

Ⅳ章 

復興シンボル

玄関口となる

ルギー・農業

の各ゾーンの

えながら、い

的な除染を国

推進します。

町の再興

ル軸に沿っ

る道路の景

業再生モデ

の整備の進

いずれかの

国に求め、

 

っ

景

デ

進

の



 

 

（７）関

 

 

 

○常

般

線

ル

○福

興

○復

性

を

○ま

向

幅

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※現時点の

参考イメー

-1イン
フラ 

関連インフ

常磐自動車道

般国道６号と

線」「町道久

ル軸」と位置

福島県と双葉

興シンボル軸

復興シンボル

性を確保し、

を図ります。

また、あわせ

向上させるた

幅整備等につ

 

のイメージであ

ージ図 双

復興1 

フラの整備

道に平成 3

と交差し、

久保前中浜線

置付けます

葉町の連携

軸の改良・

ル軸につい

利便性向

 

せて、広域

ため、基幹

ついて、関

 

あり、今後、地

双葉町の復興

興シンボル

備 

1 年度の供

双葉町の復

線」「町道羽

す。 

携により、復

拡幅に係る

いては、既存

向上、緊急車

域道路ネッ

幹道路となる

関係機関へ要

地権者の意向や

興拠点周辺

ル軸（県道
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供用開始が予

復興拠点と

羽山前沼ノ

復興ＩＣ（

る整備を推

存の幹線道

車両の通行

トワークを

る一般国道

要望をして

や技術的観点等

辺の道路ネッ

道井⼿⻑

予定されて

を結ぶ「県

ノ沢線」の４

（仮称）にあ

推進します。

道路と接続さ

行路の複線化
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